薬学教育イノベーション創出事業
「産学連携薬学研究教育プログラム」講演会

抗体医薬品の現状と展望
日時：平成25年12月17日（火）16時30分～18時

場所：22番講義室
講師：中外製薬株式会社　臨床企画推進部　寺尾公男先生
　抗体医薬品は従来の医薬品に比較して高い有効性と低い副作用をもつ画期的な医薬品である。特に抗体医薬品を開発するために様々な技術革新と発想の転換が必要とされてきた。抗体医薬品は標的分子を探索・特定することが最も重要であり、その標的分子の生体内での発現量・分布、Turn-overの速度、バイオマーカーなどに基づく用法・用量の予測が可能である。また標的分子の発現に基づいて新たな疾患への適応拡大も検討されている。
本講演では国産初の抗体医薬品であるIL-6レセプター抗体トシリズマブの開発におけるバイオマーカーと予測科学に基づいた臨床開発の一端を紹介し、現在起きている測定技術と開発戦略のイノベーションについて紹介します。
連絡先：京都大学大学院薬学研究科「薬学オープンイノベーション部門」、担当：木下明日香

Tel: 075-753-9274、e-mail: a-kino@pharm.kyoto-u.ac.jp
